あとがき
　　　　　　　　　　　昭和２８年４月、羽合町合併以来町史の編さん事業は強く望まれていたが、昭和３３年になって本格的な資料収集を開始するため「羽合町史編さん委員会」が発足されたのである。

まず委員会において問題になったのは、町史の内容を歴史に重点を置くかどうかということであった。

羽合町には、条里制の遺構をはじめ、室町・江戸時代に関する古文書が比較的多く残されており、これらの資料を基にして「今まであまり取り上げられていなかった農民や一般住民の生活内容を掘りさげてみる必要があるのではないか」との意見が強く、こうした点に力を注ぐこととなり、従って歴史に重点を置いた編さん内容にすることになった。

しかし多くの古文書を相手に取り組み、これを解明することは容易でなく、従来からこうした研究に力を注いでいた谷田編さん委員長に専ら原稿執筆を依頼することとし、他の委員は必要と思われる資料の収集に力を注いでいった。
資料集めにはたくさんの町民の方にも協力願ったが、特に庄屋関係の書類について本・分戸崎家、宇野の尾崎諸家などから多大の資料提供を受けた。また大阪市立大学渡辺教授及び東郷町の浅田愛蔵氏からは、荘園時代の歴史を探る地頭、原田氏系図をはじめ、条里制研究の資料など貴重な未見の文献採集の協力を受け、町史の内容が一層深く書きあらわせたことは非常にうれしく感謝に堪えないところである。

本書の内容整理にあたっては、文章、漢字など現代的な取り扱いをすべきであることはよく承知していたのであるが、史実を正確に伝承し、また記事の内容にふさわしい意味をあらわすため、原文引用や当用漢字以外の漢字を多く使用した。このため文体も若い人には若干読みづらい点があることと思われる。

諸資料については、一々その出所を明記することに努めたが、苦しもれている場合は別に悪意はないのでご容赦ねがいたい。

しかしこうした資料は将来の参考文献ともなり得るので、将来現代的な、そしてより深い内容をもった羽合町史編さんの料ともなれば幸いと念願しているものである。

やがて後編の編さんにも取りかかることになるが、前編の反省をじゅう分に生かし、できるだけ親しまれる町史になるよう努力しているので、各位の御協力とご鞭韃をお願いしてやまない。

なお最後に本町史の企画発刊について積極的な推進指導を願った礒江総務課長に対し、深く感謝するものである。
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